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この講演では，有限群のmodular表現において perfect isometryと呼ばれる，２
つの群の block間の既約指標の対応について考える．pを素数，Gを有限群とする．

Brouéは [1]において，次のような予想を発表した．

Conjecture 1 (Broué ). BをGの p-ブロックでその不足群が可換であるようなもの
とし，bをDの正規化群NG(D)の p-ブロックで，BのBrauer対応であるものとす
る．このとき，Bと bの間には perfect isometryが存在する．

この予想は不足群が可換でない場合，一般には成り立たない事が知られている．
しかし，Dade予想との関連から，不足群 Dが非可換であっても，T.I.（trivial in-
tersection）の場合には，何らかの関連があることが期待される．そこで，perfect
isometryのある種の一般化となるような定義（quasi-perfect isometry）を考える．
このとき，次のような予想が考えられる．

Conjecture 2. BをGの p-ブロックでその不足群 Dが T.I.であるようなものとし，
bを Dの正規化群NG(D)の p-ブロックで，BのBrauer対応であるものとする．こ
のとき，Bと bの間には quasi-perfect isometryが存在する．

ここでは，S z(22m+1) (m≥ 1)の主 2-ブロックなど，不足群が T.I.であるような
いくつかのブロックについて，quasi-perfect isometryの存在を確認したことを報告
する．また計算にはGAPをもちいた．
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